
プ

ラ

サ

ン
ナ

パ
ダ

ー

の
引

用

経

典

(一)

-

特

に
 
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a
 

に

つ
い
て
-

八

力

廣

喜

プ

ラ

サ

ン

ナ
パ

ダ

ー
 
(
以
下

P
r
.)
 に
引

用

さ

れ

て

い
る
諸

経

典

の
う

ち
、

シ

ク

シ

ャ
ー

サ

ム

ッ
チ

ャ
ヤ
 
(
以
下

S
ik
.)
に

も
引

用

さ

れ

て

い

(
1
)

る
経
典

に
つ
い
て
み
る
と
二
十

一
種
に
も
の
ぼ
り
、

こ
の
時
代
に
中
観

論
書
が
依
用
す
る
大
髄
の
経
典
を
識
別
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
今
同
は
、
P
r
.
 
に
於
い
て
引
用
同
数
で
は
最
も
多
い
 S
a
m
a
-

(
2
)

d
h
ir
a
ja
s
utr
a
 (
以
下

S
r
.)
 を

取

り

あ

げ

て
、

P
r
.
 に

於

け

る

引

用

部

分

の
問

題

鮎

を

考

え

て
み

る

こ
と

に
し

た

い
と
思

う
。

ま
ず
、
最

初

に

S
r
.
 の
引

用

さ

れ

て

い
る

P
r
.
 
の
章
、
頁

数
、
そ

れ

に

相

當

す

る

S
r
.
 
の
章
、
偶

の

ナ

ン

バ

ー
を

列

學

す

れ

ば

次

の
様

に
な

る
。

(1)
第

一
章
 
(
四
四
)
 S
r
.
 
七

章

五

偶
、

(2)

第

二

章

(
一
〇
八
-
一

〇
九
)

S
r
.
 九

章

九
、

十

偶
、

同
章

(
一
〇

九
-
一

一
二
)
S
r
.
 二
十

九

章

十

三

-
十

九

偶
、

(3)
第

四
章

(
一
二
八
)
S
r
.
 十

二

章

七

偶
、
十

一
章

十

三

偶

(4)
第

五

章

(
一
三
五
-
一

三
六
)
S
r
.
 九

章

二
十

七
、

二
十

八

偶
、

(5)

第

六
章

(
一
四
三
)
S
r
.
 九

章
最

初

の

長

行
、

第

七

章

(
一
七
八

一
七

九
)
 S
r
.
 九

章
十

七
、

十

一
、
二
十

八
、

二
十

九

偶
、

(7)

第

九

章
 
(
二

〇
〇
-
二

〇

一
)

(2)

に
同

じ

(
た

ゞ
し
、
S
r
.
 
二
十
九
章

の
部
分

に
相
當
す

る

が
、

そ

の
う
ち
不
明
偶
が
あ
る
)

第

十

二

章

(
二

三

五

一
三
六
)
S
r
.

三
十

七
章

三
十

四

-
三

十

六
偶
、

三
十

偶
、

第

十

五

章

(
二
七
六
-

二
七
八
)

に
同

じ
、

三

十

八
章

十

一
偶
、

不

明

偶
、

八

章

一
五

偶
、

(1
0
)
第

十

六

章

(
二
八
九
)
S
r
.
 三

十

八
章

七
十
、

九

十

一
偶
、

第

十

七

章

(
三
一一二

-
三

三
三
)
S
r
.
 
十

章

三

十

九
、

四
十

一
、

八
十

七
、

四

十

二
偶
、

第

十

八

章

(
三
五
四

二
五
五
)

に

同

じ

(
三
十

五
偶
)

(9)

に
同

じ

(
四
、
五
偶
)

第

二
十

一
章

(
四
二
七
)

梵

文

抜
、

同

章

(
四

二
九
)
S
r
.
 
十

三

章
十

六
偶
、

(14)
第

二

十

三

章

(
四
七
二
)
 S
r
.
 
九

章

九
、

十

偶
、

同

章
 
(
四
七
二
-
四
七
四
)
S
r
.
 
二

十

四
章

二
-

六

偶
、

六

章

十

二

偶
、

第

二
十

六

章

(
五
四
九
-
五
五
〇
)
S
r
.
 
二
十

九

章

十

三

c
、

d
、

十

五

a
、

b
、

十

六
偶
、

九

章

七
、

十

七
偶
、

と

な

つ

て
お

り
、

P
r
.
 
全
膿

に

わ

た

つ
て
引

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

知

ら

れ

る
。
し

か
し
、

P
r
.
 の
引

用

部
分

と

S
r
.
 の
梵

文

と

を

比

較

す

る

と
、

P
r
.
 の
引

用

部

分

と
現

存

原

典

と

の
問

に

は
異

同

が

極

め

て
多

く
、

(2)
、

從

つ

て
、

プ

ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ

ー
の
引
用
経
典

(
八

力
)
 

一
九

五
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プ

ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
の
引
用
経
典

(
八

力
)
 

一
九
六

現
存
諸
爲
本
と
月
構
参
照
の
梵
本
と
の
關
係
に
つ
い
て
示
唆
さ
れ
る
鮎

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
貼
に
つ

い
て
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、

第

一
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
見
る
と
、
P
r
.
 
及
び
ギ
ル
ギ
ッ

ト
本
、
ヴ

ァ
イ
ド
ヤ
本
、
プ
サ
ン
の
ノ
ー
ト
と
の
間
に
は
殆
ん
ど
枚
塁
に

い
と
ま
の
な
い
程
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
」
で
、
私
は
校

訂
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
異
同
を
例
示
す
る
こ
と
に

と
ゞ
め
、

の
問
題
の
所
で
異
同
に
よ
る
爲
本
の
關
係
を
見
た
い
。
さ

て
、
P
r
.
 に引
用
の

S
r
.
 
九
章
九
、
十
偶
は
攻
の
様
に
な
つ
て
い
る
。

以

上

が

P
r
.
 の
引

用

部
分

で
あ

る

が
、

ヴ

ァ

イ

ド

ヤ

本

(
V
)

は

m
u
k
h
am
 
s
v
a
l
a
m
k
r
t
a
m
 

ギ

ル
ギ

ッ
ト
本
 
(
G
、

こ
の
う
ち

に
は
ギ

ル

ギ

ツ
ト
爲
本
C
、

と

ネ
パ
ー

ル
よ
り
、

H
・
P

シ
ャ
ー

ス
ト
リ
蒐

集

の
A
、
同

じ
く

ネ
パ
ー
ル
よ
り
、

ポ
ジ
ソ
ン
蒐
集

の
B

が
あ

る
。
)
C
.
 n
a
r
i
a
a
n
k
r
-

ta
m
 
m
u
k
h
a
.
 
A
.
 
n
a
r
i
 
B
.
 

m
u
k
h
am
 
a
la
n
k
r
t
a
m
.
 
G
.
 

m
u
-

k
h
a
m
 s
v
a
a
n
k
r
t
a
m
 
ま

た
、

プ

サ

ン

は

ノ

ー

ト

で
 
m
u
k
h
am
m

と

な

る

の
は

ミ

ー

タ

ー

の
關

係

で
あ

る

と
し

て

い

る
。

ま

た
、

V
.
 G
.

l
ah
 p
r
a
d
ha
v
it
a
h
 k
a
m
a
 g
av
e
sa
m
a
n
a
h
 ま

た
、

v
.
 G
.
 y
a
t
h
a

s
a
 m
u
d
h
o
 プ

サ

ン

の

ノ

ー

ト

は
 
m
u
d
h
a
 y
a
t
h
a
i
'
t
e
 

ja
n
a
y
a
n
t
i

と
な

つ
て

い
る
。

ま

た
、
v
.
 
G
.
 
A
.
 
B
.
 

ja
n
a
g
a
 
が

C
.
 ja
n
a
tu
 と

な

つ
て

い
る
。

以

上

の
如

き
異

同

は

の

一
例

に
す

ぎ
ず

P
r
.
 の
S
r
.
 引

用

部

分

の
殆

ん

ど

全

箇

所

に

わ

た

つ

て

い
る

こ

と
が

知

ら

れ

る
。

こ

呉

で

は
紙

敷

の
關

係

も

あ

り

こ
れ

だ

け

に

と

ゞ

め
た

い
と

思

う
。

さ

て
、

こ
の
問

題

の
解

決

に

は
、

P
r
.
 の
藏

課
、

S
r
.
 諸

爲

本
、

及

び

漢

藏

繹

等

の
参

照

が

必

要

で
あ

る

こ

と

は
勿

論

の
こ

と

で
あ

り
、

更

に

ミ

ー
タ

ー

の
考

慮

も

忘

れ

て
は

な

ら

な

い
、こ
と

で
あ

る
が
、

今

は

そ

れ

が

目

的

で

は
な

い

の

で
用

例

を

示

す

だ

け

に

し

た
。

 

吹

に
第

二

番

目

の
問

題

に

つ
い

て
、

特

に

P
r
.
 第

二

章

に

引

用

さ

れ

て

い
る

S
r
.
 
二

十

九

章

十

三

十

九

偶

に

つ

い

て

の
疑

問

に
し

ぼ

ら

れ

る
。

V
本
、

G

本

の
二

本

に
ょ

れ

ば

A

に

は
十

四

偶

の
後

に

次

の
様

な
偶

が
附

加

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
が

P
r
.
 
で
は
多
少
の
齪
れ
は
示
し
て
い
る
が
、
V
本
、

G
本
の

十
七
偶
と
十
八
偶
と
の
間
に
相
當
す
る
部
分
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た

P
r
.
 
で
は
第
九
章
に
も

s
r
.
 
二
十
九
章
十
三

十
八
偶
ま
で
が
引
用
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さ
れ
て
い
る
が
A
に
見
ら
れ
た
偶
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
て
、
こ

の
事
實

を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
ま
ず

P
r
.
 
第

九
章
に
は
何
故
附
加
偶
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
月
構
の

こ
の
経
典
の
意
圖
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
、
多
少
の
解
決
の
糸
口
が
與

え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
P
r
.
 
二
章
で
は
去
來
不
可
得
の
敢
謹
と
し

て
引
用

し
、
九
章
で
は
取
者
プ
ド
ガ
ラ
不
可
得
の
教
謹
と
し
て
こ
の
経

を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
附
加
偶
の
課
は

「
三
有
は
夢
と
等
し
く
、
實

な
る
も

の
な
し
。
速
か
に
壊
失
し
て
無
常
な
る
こ
と
夢
の
如
し
。
來
る

こ
と
も
な
く
、
こ
ゝ
よ
り
去
る
こ
と
も
な
し
。
諸
相
績
は
常
に
室
に
し

て
無
相
な
り
」
(山
口
博
士
課
に
よ
る
)
と
い
う
も
の
で
、
む
し

ろ
第
二

章
の
内
容
と
よ
く

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
月
稻
は

P
r
.
 
第

九
章
で
は
こ
の
附
加
偶
を
意
識
的
に
抜
か
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

も
な
い
が
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
推
論
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
り
、

何
故
第
九
章
に
附
加
偶
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
か
と
い
の
疑
問
に
答
え

る
理
由

と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た

ゞ
、
月

稻
の
時
代
に
は
A
の
系
列
に
入
る
梵
本
が
既
に
流
布
し
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
は
言
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

(
4
)

と
こ
ろ
で
、
山
田
龍
城
博

士

「
梵
語
佛
典

の
諸
文
鰍
」
に
於
け
る

S
r
.
 
の
解

説
に
は

「
レ
ガ
メ
イ
に
よ
れ
ば
現
存
ネ
パ
ー
ル
梵
本

は
チ
ベ

ッ
ト
課
と
よ
く

一
致
す
る
が
漢
諜
十
巻
本
よ
り
は
壇
廣
さ
れ
て
い
る
の

で
、
七
-
九

世
紀

の
間
に
現
形
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ

れ
に
反
し
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
梵
本
に
は
散
文
の
増
廣
部
分
が
見
ら
れ
ず
那

連
提
耶
舎
課
と

一
致
す
る
の
で
、
ダ

ツ
ト
は
ギ

ル
ギ
ツ
ト
本
は
五
-
六

世
紀
に
成
立
し
て
い
た
と
述

べ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
因
み
に
漢

繹
十

(
5
)

巻
本
の
こ
の
部
分
は
、
梵
文
と
内
容
も
殆
ん
ど

一
致
す
る
が
、
確
か
に

先
に
述
べ
た
A
の
附
加
偶
に
相
當
す
る
謬
は
見
當
ら
な
い
。
ま
た
、
十

三
偶
か
ら
十
九
偶
に
い
た
る

P
r
.
 
引
用
部
分
と
V
本
、

G
本
と
の
間
に

は
、
多
少
の
異
同
を
の
ぞ
い
て
は
、
附
加
偶
に
見
ら
れ
る
様
な
爲
本
系

列

を
暗
示
す
る
有
力
な
特
徴
は
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
、
漢
課
十
巻
本
と

P
r
.
 
の
引
用
部
分
と
の
關
係
を
見
る
と
、

注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
s
r
.
 
九
章
の
引
用
偶
は
最
初
の
長
行
の
部
分
、
七
、

九
、
十
、
十

一
、
十
七
、
二
十
七
、
二
十
八
偶

で
あ
る
が
、
長
行
は
漢

課
と
よ
く

一
致
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
偶
は
か
な
り
相
違
が
見
ら
れ
る
こ

(6
)

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
山
口
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
部
分
の
み
な
ら
ず
、
他
の
偶
に
於

い
て
も
相
違
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
S
r
.
 
九

章

に
於
け

る
成
立
、
流

(
7
)

布
、
増
廣
に
關
連
す
る
問
題
な
の
で
こ
こ
で
は
燭
れ
な
い
が
、
P
r
.
 引

用
偶
の
う
ち
、
漢
課
と
最
も

一
致
し
な

い
の
は
、
こ
の
第
九
章

で
あ

る
。さ

て
、
ネ
パ
ー
ル
梵
本
が
レ
ガ
メ
イ
の
言
う
如
く
、
増
廣
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
現
形
成
立
の
過
程
を
論

ず
る
に
は
、
S
r
.

(
8
)

全
章
か
ら
最
も
古
い
形
を
抽
出
す
る
と
い
う
操
作
が
必
要
で
あ
り
、
引

用
偶
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
し
か
し

P
r
.
 
の
引
用
部
分
に
於
い
て
A
に
見
ら
れ
る
偶

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

プ

ラ

サ

ン
ナ

パ
ダ

ー

の
引

用

経

典

(
八

力

)
 

一
九

七
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プ
ラ
サ
ン
ナ
バ
ダ
ー
の
引
用
経
典

(
八

力
)
 

一
九
八

「
七
-
九
世
紀
の
間
に
成
立
し
た
」
と
い
う
レ
ガ
メ
イ
の
主
張
と
、
月

(
9
)

構
の
活
躍
年
代
と
漢
繹
者
那
連
提
耶
舎

の
蘇
繹
年
代

(五
五
七
年
)
か

ら
、
ネ
パ
ー
ル
本
の
成
立
年
代
の
幅
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
蝕
地
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
S
r
.
 
の
経
名
に
つ
い
て
、
東
北
目
録

(N
o
.
 
1
2

7)
に
は

S
a-

rv
a-
d
ha
r
m
a
-
s
v
a
b
h
a
v
a
-
s
a
t
a
-
v
i
p
a
n
c
i
t
a
-
S
a
m
a
d
b
i
r
a
j
a
 

と

(10
)

あ
り
、
M
a
h
a
v
y
u
tp
a
tti
 に
は
、
軍
に
 
S
am
a
d
hira
j
a
 
S
i
k
 

に
は

C
a
n
dra
p
r
a
d
i
p
a
 

(同
一
作
者
の
B
o
d
h
i
c
a
r
y
a
v
a
t
a
r
a
 

も
同
じ
)
と
な
つ

て
い
る
の
に
封
し
、
P
r
.
 
第
十
六
章
、
第
二
十

一
章

に
は
、
S
a
m
ad
-

h
ira
ja
 b
h
a
t
t
a
r
a
k
a
 

と
い
う
名
稽
が
出
て
お
り
、
は
た
し
て
、
月
稽

の
時
代
に
於
い
て
、
経
掻
と
し
て
こ
の
様
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、
月

稻
が
自
ら
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
以
上
に
あ
げ
た
如
く
、
多
く
の
名
構
が
あ
る
こ
と
は
、
か
な
り
廣

く
流
布
し

て
い
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
。
從
つ
て
、
諸

爲
本
の
系
列
に
關
し
で
、
ま
だ
疑
問
の
飴
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
P
r
.
 
引
用
経
典
の
う
ち
 
S
r
.
 に
つ
い
て
問
題
鮎
を
指
摘
し
た

の
で
あ
る
が
、
S
r
.
 
は
月
構
活
躍
時
期
に
は
、
か
な
り
流
布
し
て
い
た

こ
と
が
到
明
す
る
。
S
r
.
 の場
合
の
様
に
、
引
用
経
典
に
封
す
る
整
理

は
、
梵
本
成
立
、
流
布
の
過
程
に
封
し
て
、
結
論
を
與
え
る
程
の
力
は

な
く
て
も
、
何
ら
か
の
示
唆
が
與
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
必
要
な
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

最
後
に
、
P
r
.
 
九
章
、
十
五
章
の
不
明
偶
に
つ
い
て
の
問
題

が
残

つ

た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
會
に
し
た
い
と
思
う
。

1
 

イ

ン
デ

ッ
ク

ス

(
P
r
.
 p
.
 8
5
)
 以

下
、

及

び
 
s
ik
sa
sa
m
u
c
c
aya

(
E
d
.
 
by.
 C
.
 
Ben
da
l
l
 
1
9
0
2
)
 

p
.
 
3
6
7
 

以

下

参

照
。

2
 

使

用

し
た

テ
キ

ス
ト

は

(1)(2)
3
 
中
論
繹

(
I
)
、
一
七
九
頁

4
 
山

田
龍
城
博
士

「
梵
語
佛
典

の
諸
文
鰍
」

一
〇

三
頁
参
照

5
 
大

正

一
五
、

五
八
七
頁

C
、

三
行
目
-
十

六
行
目
。

6
 
中
論
繹

(
I
I) 
一
二
四
頁

の
註
を
参
照
。

7
 
S
r
.
 
九
章

の
引
用
部
分

は
大

正

一
五
、

五
五
七
頁

A
か
ら
五
五
九
頁

A

迄

の
部
分
に
相
當
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る

8
 
第
十
六
同
印
度
學
佛
敏
學
會

に
於

い
て
、
東

北
大
學

の
卒
野
眞
完
氏

の

「
S
am
a
d
h
i
r
a
ja
s
uts
a
 の
本
文
議
達

に

つ
い
て
」

と
い
う
獲
表
を
開
く

機
會

を
得
て
、
大
攣
参
考

と
な

つ
た
。
獲

表
に
よ
れ
ば
、
年
代
的

に
は
、

那
連

提

耶

舎
課

と

チ

ベ

ッ
ト
課
 
(
八
〇
〇
年
)
 と

の
問

に
 
s
ik
 及
び

P
r
.
 
の
引
用
部
分
が
入
る

と
さ
れ
て

い
る
。

9
 
中
村
元
博
士

「
イ

ン
ド
思
想
史
」

に
よ
れ
ば
、

六
五
〇
年
頃

と
さ
れ
て

い
る
。

10
 
S
r
.
 
は
 
S
ik
 に
も
か
な
り
多
く
引
用
さ
れ

て
い
る

の

で
あ

る

が

(
例

え
ば
 
S
ik
 十
七
、
十
八
、

五
十
三
-
五
十
四
、

一
〇
〇

一
〇

一
頁

等

々
)
P
r
.
 
引
用
部
分

と
同

一
箇
所

の
引
用
は
見
當
ら
な

い
の
で
、

比
較
出

來
な

い
。
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